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 論文審査の結果の要旨
 東北地方は典型的な島弧とされていて,詳細な層位学的資料が豊富で,地質構造発達史の研
 究が進んでいる地域で,さらに古環境・古応力場などに関する資料も集積されつつある。非活
 動的大陸縁では地下温度の変化と地表部の昇降運動の関係が注目され,北アメリカ東岸などで
 は熱史の研究が行われているが,島弧では未だ検討された例は少ない。
 著者は東北地方の新第三系の石炭の炭化度から,古地温勾配を求め,この問題の解明を試み
 た。古地温勾配決定のための諸要件を検討した上で,阿武隈山地週縁の広野地域の下部中新統
 湯長谷層群と鮮新統の広野層・富岡層および棚倉地域の中部中新統東棚倉層群より試料を採取
 し,ビトリナイト反射率を測定した。広野地域の下部中新統からは47±11。C/km,鮮新統からは
 6±16。C/km,棚倉地域の中部中新統からは66±12℃/kmの古地温勾配を得た。両地域の現在
 の地温勾配はそれぞれ18。C/km,30。C/kmである。これから中新世には鮮新世以後に比して,
 地温勾配の高い時期があったことが判明した。
 これらの古地温勾配は,それぞれの地域における到達最高値である。東北地方の構造発達史・
 火山活動史・古環境変遷史を考慮して,日本海拡大期の急激な沈降とそれに続く緩慢な沈降,
 その後の陸域拡大と火山活動活発化を地温勾配に関連深い地史として,古地温勾配の時期を中
 新世後期と判断した。
 この論文で著者は古地温勾配測定を通じて地質構造発達史と熱史との融合をはかり,高地温
 勾配期の判定に新知見を加えた。
 以上は本論文の著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって,山路敦提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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